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ごあいさつ

四季歩 41号をお届けします。今号もメンバーから素敵な挿絵をたくさん頂きました。ありがとうございます。 

次号は 5月を予定しています。お楽しみに！ 

 

イベント紹介

山形県若者相談支援拠点設置運営事業

就労移行支援

就労継続支援 B 型

編集後記

し  き  ほ  

就労継続支援 B 型では、12 月にエスモールにて、クリスマスこしゃたな

マルシェに出店しました。同じく 12 月には遠州屋様より箱折り作業も承り

ました。干菓子を袋に詰める作業は、店舗にて行わせて頂き、とても良い

経験となりました。 

また今回、秋に余暇の時間を設け、紅葉を観に行ったりお菓子を買いに

行ったりと授産活動だけでなく、リフレッシュする時間も取り入れました。

今後も、こういった時間を取り入れながら、日々の生活にメリハリをつけ

ていけたらと思います。生活支援員 五十嵐麻耶 

11/26（火）いちほ 10周年感謝のつどい 

開所して 10周年を迎え、これまでご協力ご支援いただいた皆様へお礼とお祝いの会

を開催しました。B 型や就労移行の活動報告を見ながらご家族や企業様よりコメント

を頂き有意義な会となりました。また、たくさんのお祝いやお祝いのお言葉を頂きま

した。大変ありがとうございました。今後ともいちほをよろしくお願いします。 

12/24（火）クリスマス会

🎄 

1月 初詣 

就労定着支援では、10 月末に 1 名、1 月末に 1 名が利用期間終了となり、2

名のメンバーが巣立っていきました。就労継続支援 B型や就労移行支援を利

用されて就職に結びつき、就職をして 3年 6カ月を過ぎていったことは、本

人の頑張りはもちろんですが支える家族や企業様があってこそと感じてい

ます。いちほから就職したメンバーがこれからも仕事を続けていけるよう、

できる限りサポートしていきたいと思います。生活支援員 斎藤亜紀 

 

ご寄付ありがとう

ございました

就労移行支援では、一人で暮らせるように自活訓練を行っています。12

月は調理実習でカレー作りをしました。準備の買い物から始まり後片付け

まで行い少しずつ自分のスキルとして身につけて行くことができました。

自分たちで作ったカレーの味も格別で大きな鍋に作りましたがみんなお

かわりしてペロリとたいらげました。今後も楽しみながら一人一人の目標

に向かって取り組んでいきたいと思います。就労支援員 成冨美鈴 

若者相談支援拠点では、12月に講演の依頼をいただきました。講演後「参考

になった。」「良い機会となった。」など感想をいただき、大役を果たせてホ

ッとしております。2月 15日には子育て講座・不登校を減らすために とい

うテーマで 教育委員会・地域・親の会代表・議員の方から発言いただき、

実りある会となりました。多機関の連携・当事者たちへの理解を広めるため

にこれからも活動していければと思います。 若者支援員 柳原芳久 

 

タオル等たくさんのご寄付を

いただきました。大切に使わせ

ていただきます。ありがとうご

ざいました。 

祝 就職おめでとう
この度、いちほでの授産活動や就労訓練で経験を積んできた就労継続 B型

と就労移行支援のメンバーが就職しました。 

  就労継続支援 B型 高橋さん 東北環境開発株式会社様 

  就労移行支援 YSさん オリエンタルモーター株式会社様 

おめでとうございます。体に気を付けて頑張ってください。 

 

日頃より、特定非営利活動法人一歩、並びに多機能型事業所いちほの活動にご

協力とご理解をいただき感謝申し上げます。 

2 月に入りますと日も伸びて日中は穏やかな暖かさも感じることが増えてきまし

た。新年度に向けた話し合いも各事業で行われています。春までもう少しですね。 

さて、12月 9日に鶴岡人権擁護委員の相澤康夫氏をお招きし虐待防止・権利擁

護研修を実施しました。相澤様の軽快かつ親しみある講話で、普段研修等でもス

ルーしがちな、一番基本となる人権や権利擁護に関する法について改めて噛み砕

き分かりやすくお話しいただくことで職員皆が新鮮な感覚で確認しながら受講

することが出来ました。知ってるつもりになっていることを改めて再確認する必

要があるなと感じました。アランの「幸福論」と 

いう文献を用いて虐待心理や困難な事例には「 

ピン」（対応のポイント）が存在する等、相澤様 

ならでは解釈でお話しされたのはとても印象的 

でした。ありがとうございました。 

今号もお楽しみください。  所長 茂木奈緒 

1 月から一歩に通っている

Y・H です。趣味は読書とゲ

ームです。よろしくお願い

します。 

感謝状の表彰も 

行われました 
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